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内　分　泌 　学

エ ス トロ ゲ ン の オキ シ トシ ン 分泌促進作用 と その 滋

内機序
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TAKAo 　AKAISHI，

　視床下部室傍核神経分泌細胞に 及 ぼ す エ ス ト ロ ゲ

ン の 作用 を，下垂 体後葉 か らの 逆行性刺激 に よ っ て

同定 した ユ ニ
ッ トの 発火活動，お よび 血 中 オ キ シ ト

シ ソ ある い は バ ゾプ レ シ ソ 分 泌 量 の 測定 に よ っ て 調

べ た 。 実験tcは卵巣摘除 篋二 週間以上 を経過 した ラ

ッ トを用 い ，ウ レ タ ン 1．29 ／kg で 麻酔 した 。
エ ス

ト ロ ゲ ン 20μg／day を二 日間投与後の 神経分泌細胞

の 発火頻度 は中央値 L32 （spikes ／sec ）で，対照群

の O．61“＝ 較べ 有意に 高か っ た。こ の エ ス ト卩 ゲ ン に

よ る発火活動 の 促進効果は視床下部前方を半円柱状

に 切断 （Anterioi　deafferentation） す る と 消失 し

た。一方，視床下部後方切断（posterior　deafferen −

tation） の 効果は 認め られなか っ た。外 頸 静脈 血 中

の オ キ シ ト シ ソ を バ イ オ ア ッ セ イ 法で ，全血中 の バ

ゾ プ レ シ ン 含量をバ イ オ ア ッ セ イ及 び ラ ジ オ イ ム ノ

ア ッ セ イ 法 で 測定 した 。血清オ キ シ ト シ ソ 含量 は 対

郷群 で は 中央値 46μU ／ml で あ る の に較べ ，ニ ス ト

ロ ゲ ン 投与群 は ユ05．4 μU ／ml と有意 の 増加 を 示

した。然 し，視床下 部前部切断群 で は 52．9 μU／mZ

と エ ス トロ ゲ ソ の 分泌促進効果 は 有意 に 抑 制 さ れ

た 。一
方，S ス ト官 ゲ ソ 投与群 と非投与群 の 血清バ

ゾ ブ レ シ ソ 含量 に 有意差 は なか っ た。以上 の 結果か

ら．｛1）Z ス ト ロ ゲ γ は 視床 下 部神 経 分 泌 細胞 の 電気

的興奮を 高 め る，  こ の 興奮は 血 中へ の オ キ シ トシ

ソ 放出を伴 う，  エ ス ト ロ ゲ ン の 効果 は 視床下部の

前 方な い し前脳 か らの 神経 入 力を 介 して お こ る ，  
バ ゾプ レ シ ソ の 血 中放出は ＝ ス ト ロ ゲ ン の 影響を 受

け な い ．こ とな どが 明 らか と な っ た 。

断眠ネズ ミの脳抽出物 の 睡眠促進効果

本多和樹，若松秀竣，和 田 勝，井上 昌次郎 （東医歯

大 ・医 用研 ・制御）
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　24時間断眠 した ネ ズ ミ の 脳抽出物 に 含 まれ る睡眠

促進物質の 効果 を生物検定法 に よ り判定 した 。 断眠

に は 我 々 が 製作 した断眠装置 を 用 い た 。 被験動物に

は 60 〜 70日齢 の 雄 ネ ズ ミ を 用 い ，直径 0．35mm の ス

ァ ン レ ス ス チ ール カ ＝ ＝一
レ が第三 脳室内に 達す る

よ うに ，ま た 大脳 皮質表面 に は 脳波用 の 銀ボ ール 電

極を そ れぞれ慢性的に 植込 ん で お くと同時 に 筋電，
跟 球運動記録用 の 電極 も植込 ん で お く。 被 験 動 物
は ，長期間飼育が で き，行動量 と脳波が 同時 に記録

で きる特殊 なケ
ー

ジ に 入 れ る。行動量は 動物 の 動 き

に と もな うケ ージ の 動きを振動 ト ラ ン ス デ ュ

ー
サ で

検出 し．カ ウ ソ タ で 表示 す る 。 脳波 は 帯域 フ ィ ル タ

を 通 し て ，δ，e，α ，β の 各周波数帯に 分離 して ，

行動．原脳 波．筋電，眼球運動と と もに ボ リ グ ラ フ

上 に 記録す る。ま た こ れ ら の 生体情報を，同時 に コ

ン ピ ュータ とオ ソ ・ラ イ ン で 処理 す る睡眠段階 の 自

動判定 を試み て お り，長 時間 ビデ オ と 高感度 ビ デ オ

カ メ ラ をつ か っ て の 96時 間 連続録画 に よ る モ ニタ も

行な っ て い る 。 断眠 ネズ ミ 脳 の 粗抽出物を被験動物
の 脳室内に 連続注入 す る と睡眠促進効果 が み られ．
ま た 断眠時間を24か ら48，72時間 と長 くする と，そ

れ に つ れ て睡眠捉進効果が 増す こ とが わ か っ た。我

々 は と くに 2塒 間断眠 した ときの 脳 抽出物 に 含 ま れ

る，睡眠 促 進 に 最 も有効な分画に つ い て 検 討し て き

た。そ の 分画 を 200 μ1 の 生 理食癒水 tc溶 か し夜聞 1 

時間か けて連続 して 注入 す る と，行動量は 50〜60％
に 減少 し，徐波睡眠相 は 60〜1  0％ 増加 し．明 ら か

な睡眠促進効果が み られ た 。
REM 睡眠 に 関 して は

大 きな変化は み られなか っ た。
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